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論 文 内 容 の 要 旨 
  心理学においてはジェンダー研究が１つの領域としてあり、少なくない数の研究がな
されてきたが、個々人の性役割観や親密関係相手認知やワーク・ライフバランスへの態度
など純粋に私的空間の問題として取り上げる傾向が強い。そうした中で、論文提出者は母
国韓国が男子徴兵制をとっていることに着目し、より大きな社会的視点を取り入れ心理学
的実証研究によって、韓国のセクシズムの解明に挑戦しようとこの研究をおこなった。 
韓国の大統領は現在女性であり、また女子の高学歴化も著しい。その一方で、韓国は日
本とともに、先進国の中でもとりわけセクシズムが強く女性の地位が低いとされ、改善の
兆しは見られない。これは、韓国社会の中にセクシズムが固定化され維持されるメカニズ
ムを求めねばならないことを示唆する。これまで、韓国のセクシズムを軍隊文化や儒教精
神との関連で論じた研究があったものの、量的に豊富というわけでなく、またいずれも思
弁的論考に限られていた。 
韓国の男が徴兵制との関連で国を守る強き者であることを期待されそう扱われ、そして
軍隊は男性を一人前の立派な社会人として完成させる社会化機関であるとみなす軍務態度
が社会の中にある。この研究は韓国が分断国家であり、徴兵制を選択している数少ない国
の一つであるという現状を踏まえ、それらと女性へのセクシズム的態度の関係を探る調査
研究をおこなったものである。 
本論文は６つの章から構成されている。第１章は研究の背景と目的について述べたもの
である。第２章は、両価的性セクシズム（Ambivalent Sexism；Glick & Fiske, 1996）
の内容と特徴、セクシズムを導く要因についての先行研究を概観した。両価的性差別主義
は、伝統的な性役割に従わず男性権力を脅かす女性への否定的な感情･態度である敵対的セ
クシズム（HS：Hostile Sexism）と 伝統的役割に忠実な女性への肯定的な感情･態度であ
る温情的セクシズム（BS：Benevolent Sexism）の２つの次元から説明される。また韓国
社会のセクシズムの歴史的背景と文化的風土についての先行研究を概観した。 
第３章～第５章では実証研究を展開している。第３章の研究１では、韓国人の両価的セ
クシズムと特徴を分析し、韓国人の性役割固定観念と軍務態度や経験がどのような形で関
連するのかを検討した。その結果、女性への敵対的セクシズム（HS）は若年層ほど低い傾
向を示しているのに対して、温情的セクシズム（BS）はすべての年代でほぼ同じ水準であ
ることが判明した。また性別や年代や軍務経験の有無に関係なく、男性が軍務経験を通じ
てよい（韓国男性）社会人となるという期待が高ければ高いほど、女性に対する BS も強
くなるとことが明らかにされた。つまり軍務経験と軍務に対する肯定的態度がセクシズム
とくに BS と関係していることが示唆された。 
研究２では、徴兵制のない日本と徴兵制のある韓国の男子大学生の性役割観と性役割態
度及びセクシズムの様相について検討した。結果は韓国の男子学生は日本の男子学生より、
強い性役割観と女性への BS を持っていることが判明した。また韓国の男子学生の性役割
態度は、伝統的な性役割に従わない女性への否定的に評価につながっていた。韓国と日本
はどちらも女性の地位が低く、儒教などの文化でも共通性があるとの仮定に立ち、性役割
観とセクシズムにおいて韓国が日本より高く現れたことに対して、韓国の兵役との関連性
の点から考察が加えられた。 
第４章の研究３から研究５までは、韓国大学生を対象に調査を実施したものである。研
究３では、軍隊を経験していない男女大学生の性役割観と家父長意識、軍務に対する態度、
そしてセクシズムの違い、および性役割観と家父長意識、軍務に対する態度がセクシズム
に及ぼす影響について検討した。結果は、男子の方が女子より家父長意識と HS・BS のい
ずれにおいても高得点を示した。軍務を肯定する態度においては性差は認められなかった
が、軍務否定的態度は男子の方が女子より強かった。つまり「男は軍隊に行ってこそ一人
前」「国防の義務を果たしてこそ韓国の男」という意識があり、軍務生活を通じて家族への
愛や責任感、自立心など多くのことを体得することができるという軍務を肯定的に捉える
態度は性別を超えて見られ、広く浸透している態度であることが示された。しかし男子大
学生の場合、軍務は自分が実際に経験しなければならないものであり必要とは考えつつも
同時に負担とも感じている。それが軍務を負担しない女性へ、BS よりもまず、あからさ
までネガティブな態度である HS としてあらわれている可能性が示唆された。 
研究４では、軍務経験の有無による違いを明らかにするために、どちらも大学生であり
ながら既に軍務を経験した男子とこれから入隊する未経験男子に区分し、その 2 つの集団
間の性役割観とセクシズムにおける違いと、軍務経験が性役割観と女性に対する HS や BS
に与える影響力について検討した。その結果、軍務経験者の方が未経験者より強い作動性
を持っていることが明らかになった。しかし軍務経験者の HS は、未経験者より有意に低
かった。軍務経験後、女性を敵対対象と見るより、保護対象として認識するようになった
可能性が示唆される。 
研究５では、軍隊の何が軍務態度とりわけ「真の男」を養成するという意識を作り出す
のかを明らかにするために、軍務の環境要因並び訓練要因の違いに着目して検討した。そ
の結果、「真の男」意識に、軍務の環境要因や訓練要因が関連していることが明らかになっ
た。厳しい環境と訓練という条件に耐えた前方の戦闘兵は、作動性が「真の男」意識を通
して BS に影響を与えるが、軍務の条件が比較的緩やかな後方の非戦闘兵の場合は、軍務
経験がない男子大学生と大きな差がなかった。肉体的精神的試練が大きいほど、「真の男」
意識は温情的態度を肯定的に受容することを意味し、軍隊とくに前方のような厳しい経験
をすることで、「真の男」としての自覚と責任意識が培われ、軍隊に関与しない存在すなわ
ち女性・子どもを守ることを国防意識の一面として意識するようになると考察した。 
第５章では、軍務経験による個人内の変化に注目して、入隊前と約 2 年間経過の除隊後
の 2 度にわたり縦断的調査を実施し、性役割観と軍務に対する態度及びセクシズムがどの
ように変化したかについて検討した。その結果、男子学生の性役割観は入隊前より除隊後
で高くなり、軍務に対する態度も肯定的になっていた。入隊前の作動性は「真の男」意識
と HS に有意な影響を及ぼしていたが、除隊後にはその影響力が消え、入隊前の共同性は
「真の男」意識に対し負の影響を及ぼしていたが、除隊後はその影響が消えた。また「真
の男」意識は、HS と BS 両方に影響を及ぼしていた入隊前と違って、除隊後には HS への
影響がなくなり、BS にだけ影響を及ぼしていたことが明らかになった。これらの結果は、
軍務経験は男子学生の「男らしさ」を高め、女性を男性の保護対象と見なす BS の形成に
つながることを示唆している。 
最後の第６章では、これまでの研究をまとめ総合考察をおこなった。本研究の意義は以
下のようである。韓国のセクシズムに対して、それが固定化され維持されるメカニズムを
徴兵制という社会的観点を切り口とした実証的調査研究によってその一端を明らかにした。
その結果、韓国の男性が国防の任を負う強く立派な成人（男）と見なされ扱われ、 それ
は軍務に就くことで仕上げられると考えられ、それの裏返しとして女性を守られるべき存
在とみなすセクシズム（BS）があること、そしてそれは兵役に行かなない女への敵対意識
（HS）を凌ぐほどであることを示した。調査時期、調査大学、調査人数などの統制が困難
という現実的問題もあって、結果は必ずしも一貫していないことが弱点としてある。しか
し、これまで思弁研究に限られていた現状を一歩踏み出し、実証の俎上にのせ、軍務態度、
性役割観、セクシズム、軍務経験の相互の関係を明らかにした点で学術的意義がある。 
第２点目は、セクシズムは一般に言われるような女性に対する敵対視だけでなく、むし
ろ男性が女性に示す優しさや好意の中に潜んでいることを示した点である。この両価的セ
クシズムは、本研究が初めて提唱したものではないが、まだ実証的研究報告が極めて限ら
れている中、またこの BS が軍務に対する肯定的な態度と関連していること、すなわち強
い男への賞賛とつながっていることを調査によって明らかにした点において意義がある。 
意義の３点目は、軍務経験が作動性にだけではなく、共同性の強化にも作用しているこ
とを明らかにした点である。軍務経験が男性の作動性（男性性）と強め、共同性（女性性）
を弱めることは、これまで多くの研究者が指摘し常識的なレベルとしても受け入れられて
きた内容であったが、結果は、軍務経験によって共同性を強化する可能性を示唆した。 
最後に、「真の男」形成には、軍務の環境要因と訓練要因が作用していることを示唆し
ている。この調査は除隊後 1 年未満の者だけを対象とした極めて貴重なデータを収集した
ものである。データ収集困難性の裏面として他の要因を十分に考慮・統制できていない欠
点があり、暫定的な示唆に留まるが、初めての試みとしての価値はある。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
申し合わせ事項『心理学研究科 博士論文（課程博士）について』（2011 年 4 月 20 日、
心理学研究科委員会）の  [２] 審査手続きに準拠して審査を行った結果、本論文は今後の
研究によって解決すべき課題を有しながらも、以下に挙げる審査要件を具備した論文であ
ると認めることができる。 
 
（１）研究手法の着想性と独創性 
心理学においてはセクシズム研究が少なからずなされてきたが、個々人の性役割観やセ
クシズムの測定や親密関係相手認知の検討など純粋に私的空間の心理の問題としてとられ
る傾向が強い。そうした中で本研究は韓国における徴兵制という制度に着目し、より大き
な社会的視点を取りいれた心理学研究に挑戦している。韓国は日本とならんで、先進国の
中でもとりわけセクシズムが強く女性の地位が低いとされている。女性の大統領を頂きな
がらセクシズムが固定化され維持され続けているのは当の社会の中にそのメカニズムを求
めねばならないことを示唆する。これまでに韓国の軍隊文化や儒教精神などについて思弁
的研究によって論考されたことはあったが、実証的研究はほとんどおこなわれてこなかっ
た。本研究では、韓国の男は兵役に就き国を守る強き者として見なされ扱われること、そ
して軍隊は男性を一人前の立派な社会人として完成させる社会化機関であるとみなす軍務
態度や軍務経験に着目した調査研究をおこなった。韓国という、常に「戦闘態勢」を想定
しなければならない社会、それに向けての軍事訓練が課せられている社会という、ひとつ
の文化・歴史的「実験」の検討から、セクシズムの固定化を解明しようという発想は、独
創性着想性において評価でき、ジェンダー研究にも重要な示唆を与えるものといえる。 
また一般にセクシズム・性差別は、性に基づいて両性に異なる意味や価値を与え、一方
の性 (通常男性) に与えられている権利や正統性が他方の性 （通常女性）には与えられて
おらず、剥奪・欠損状態としてとらえられている。しかし、本研究においては、男性から
女性に向けた温情的な態度が女性を社会的に低い地位に囲い込んでいるというスタンスで
研究がおこなわれた。我が国だけでなく国際的に見ても、両価的セクシズムと性差別の関
係を検討した研究はまだ少なく、この視点においても先進性を示している。 
 
（２）新たな知見と学術的貢献 
本研究の最も重要な知見は、兵役が男性の義務として課せられている韓国の社会状況を
背景として軍務態度と人々の性役割観やセクシズムとくに女性への温情主義的態度とが関
連していることを示したことである。韓国内には男性だけに兵役が義務として課せられて
いることに対する不満や不公平感があり、女性に対する敵対的態度が軍務後一層強まると
予想されたが、結果はむしろ逆であり、軍務前の男性の方が女性への敵対的態度が強かっ
た。本論文に収蔵されている各研究間で結果は必ずしも一貫していないところがあるが、
これまで思弁的研究でわずかに指摘されていただけの軍務や軍務態度とセクシズムの関係
に対して、実証的研究を通して明らかにしようとした。それによって、親のしつけといっ
た近接の社会化だけでなく、大きな社会も考慮し社会全体のセクシズムの維持・再生産の
仕組みを実証的に解明する必要性が提起され、今後のセクシズムひいてはより一般的な差
別・偏見の研究が新たな方向へと舵を切る契機となりうる。 
 
（３）文献研究および基本的内容の充実性 
 韓国および日本や欧米におけるジェンダーについての社会学研究および心理学研究
の基本的な文献を幅広く渉猟、消化している。それによって、自らの問題意識をより広範
な研究の流れの中に適切に位置づけることができた。 
 
（４）論文の構成・記述と仕上げ 
本論文は 1 章 2 章が目的および先行研究のレビューにあてられ、実証研究は 3 章から 5
章に収録され、6 章は総合考察とバランスよく構成され、流れよく読めるものとなってい
る。沈氏にとっては外国語である日本語での記述であるが、全体としては慎重に用語を選
び、文を積み重ねていると考えられる。また校正（プルーフリーディング）もよく行われ、
誤字脱字タイポなどは許容できる最少レベルに収まっている。 
 
 
本研究には、限界ともいえる幾つかの点が存在する。論文提出者自身が論文中で指摘し
ているものもあるが、口頭試問において審査者が指摘して明らかとなった課題もある。統
計分析知識・スキルの弱さはその１つとして挙げられる。しかしもっとも大きな問題は、
研究の結果の読み取りがともすれば正確性よりビリーフに傾き慎重さがやや不足している
点、総合考察において議論が全体的に不十分な点、また結果に対する代替解釈の可能性に
ついての言及がない点、本研究の意義は整理されているもののその中に実証的知見から少
し逸脱した沈氏の個人的主張が混在している傾向が見られた。また、ラディカル・フェミ
ニズムの議論や韓国の若者の異性交際に見られる実践的性役割文化、さらに儒教的家父長
性など関連研究と絡めた議論によって、韓国社会の中にあるセクシズムを生み維持し続け
る重層的なシステムをより鮮明にあぶりだすことが可能であったと考えられる。 
論文提出者には学位を得て一人前の研究者としてのスタートラインに立ち、改めてこう
した問題点をこれからの研究によって克服し、さらに学術の発展に真摯に取り組む学徒た
ることを追求し続けることを強く期待するものである。 
なお、本論文は、日本心理学会と連携している韓国心理学会が発行する学術雑誌「韓国
心理学会誌（社会問題)」と「韓国心理学会誌（女性)」に厳しい査読を経て掲載された論
文各 1 本を中心軸に据えて構成されたものであり、その学術的価値は広く同意をうること
ができる水準にある。 
 
よって、本論文は、博士論文として価値あるものと認め得る。 
 
